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1.本 論文の課題
本論文は、近世イギリス史における最大の政治 ・宗教運動の一・つとされるピューリ
タン革命を、イングランドのみならず、スコットランドやウェールズ、アイルランドの
ほかニューイングランド(アメリカ)も舞台とした国際関係の中で考察し、ビューリタン
革命の主導的勢力でありなぶら、従来消極的に評価されがちであった独立派の思想と行
動を、千年王国論とイングランドを取り巻く国際関係という視点から再評価 したもので
ある。
ピューリタン革命は、17世紀のイギリス史研究において、これまで近代主義的傾向
と一国主義的枠組みの中でとらえられてきた。本論文は、そうした研究史の批判的再構
築をめざすべく、終末論 ・千年王国論研究と17世紀の国際関係史研究の視座を取 り込
んで、新たにピューリタン革命を歴史的に位置づけ、その中心的勢力となった独立派
の担い手たちの独自の宗教思想と活動を明らかにしようとする。本書で課題とされるの
は、以下の3点 である。第1に ピューリタン革命(1640年代)に至る17世紀前半の国際
関係の中でピューリタン革命の進展に独立派が果たした外交的成果を、公式の国際関係
とピューリタン ・ネットワークとい う非公式の国際関係の両面から明らかにすること
(第1部)である。第2に、ピューリタン革命期の思想的基盤として注目される独立派
の千年王国論を、T・グッドウィン、W・ブリッジ、H・ピーターら主要な担い手に即
して分析し、その歴史的意義を読み解 くことである(第 ■部)。そして第3に 、e"ユ・一・
リタン革命の勝利者となった独立派が、1649年の国王処刑以後、0・クロムウmルの
統治下でζ国益重視の現実的対応に適合していった変容過程を明らかにすることである。
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本論文の構成
本論文の構成は以下の通りである。ぞ
序章 千年王国論と国際関係の視座
1二 っの視座,
2千 年王国論の視座7一 ピューリタニズム研究における近代主義批判
3国 際関係の視座一 一国史的なビュ 一ーリタン革命研究への批判
4本 書の課題 と構成
第1部 外交政策とピューリタン ・ネットワーク
第1章 初期ステユア㌣ト朝の外交政策
1正 統学説と修正主義
2外 交政策の流れ
3初 期スチュアー ト朝の対外観
4反 対派の形成と財政 ・政治問題
5外 交政策と国際関係の帰結
第2章 ピューリタン ・ジェントリの役割
1宗 教と階層の二分法
2ピ ュー リタン・ジェントリの形成
3ピ ューリタン ・ジェントリの意識
4ueユ・一リタン ・ジェントリの国際関係
5宗 教 と階層 の多様 な維 び付 き
第3章 独立 派 とtfユー 'リタン ・ネ ッ トワー ク
1英 米を結ぶネットワーク
2独 立派の起源とケンブリッジ ・コネクジョン
3貴 族 ・ジェントリ ・商人の動向'
4海 を渡る独立派と 「ニューiイングランド方式」
5ア メリカとオランダから学ぶ
第II部`
第4章 独立派の千年王国論の展開一 トマス ・グッドウィン
1独 立派の積極的側面
2グ ツドウインの生涯
3グ ッドウィ.ンの千年王国論
4グ ッドウィンの教会論
5革 命思想としての千年王国論
61650年代の変化
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第5章 独立派の権力論と千年王国論一一・ウィリアム ・ブリッジ
1独 立派の再評価
2ブ リツジの生涯
3ブ リツジの権力論
4ブ リッジの千年王国論
5伝 統的な思想群の蘇生
'第6章 ニューイングラン ドの千年王国論一一 ジョン ・エリオットと先住民布教
1「 インディアンの使徒」
2エ リオットの布教活動
3「 先住El=・aダヤ人」説の展開
4エ リオットの千年王国論
5千 年王国論の 「帝国的」性格
第 皿 部
第7章 .千 年王国論 か ら国内改革論へ一 一 ヒ,ユー ・ピー ター
1ピ ュー リタン ・ネ ッ トワー クの体現
2ピ ー ターの生涯
3オ ランダ ・アメリカ ・アイルランドでの体験
4内 線 ・国王処刑と千円王国論への接近
5「 コモンウェルス」改革論一 ピューリタン ・ジェントリと振興商人
6ピ ータtSの最後
第8章 国際関係のなかのウヱールズー一 ヴァヴァサ ・パウエルと福音宣教
1二 国関係から国際関係へ
2ウ ェhルズ認識 と 「暗黒のウェールズ」観
3ウ ェールズを取り巻 く国際関係
4福 音宣教とヴァヴァサ ・パウエル
5そ の後のウェールズ
第9章 クロムウェルの外交政策 プロテスタント外交と 「国益」追求
1宗 教か 「国益」か
2外 交政策の基本方針一 クロムウェル外交の輪郭
3対 オランダ戦争一 プロテスタント外交の変質
4対 ブランス関係一 「国益」保全とプロテスタント外交
5対 スペイン戦争一一プロテスタント外交と 「国益」拡大
6宗 教と 「国益」保全の両立
終 章 国際関係のなかの革命
1国 際関係 ・千年王国論 ・革命
2よ り広範に、より長期に
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3!本論文 の内容
以下、本文の内容を要約す る。
序章では、本論文の扱 う時代が17世紀初頭 の初期ステ ユア■・一・iト朝か ら17世紀半ばのビ
ュ 一ーリタン革命期 のイングラン ドとニュー イングラン ドであること、またそ の主役がこれ
まで消極的 に評価 されてきた独立派 のビュー、リタンであるこ とを明 らかに し、千年王国論
と国際関係 とい う二っ の視角を通 じて、独立派 ピュー リタンの果たしだ歴史的意義 を解明
することが課題 として提示 され る。
第1部 「外交政策 とピュー リタン ・ネ ッ トワーク』では、初期スチュ ワー ト朝(1603・1641
勅 ジェームズ ・世とチャールズ・世の統治におけるイングランドの外交と鴎 関係を取
り上げ、その意 味をさぐる(第1章)。両国王の対外rk策thS究極的にはカ トリック体制の親ス
ペイ ンを指向 し、プ ロテスタン トとの同盟 をめざした議会 との対立が1640年代以降の ピュ
ー リタン革命 と独立派 に大きな影響 を及ぼ したことが指摘 されている。そ して、17世紀前
半 において ピュー リタニズムを受容 した ピュー リタン ・ジェン トリが果た した役割 が論 じ
られ、ピュー リタン ・ジェン トリの中でも長老派や分離派ではな く、独立派 のジェン トリ
たちが、イ ングラン ドの地方社会 のみな らずオラン ダや アメ リカ(ニュー ・イ ングラン ド)
まで及ぶ広範なネ ッ トワー クを築いたことが強調 され る(第2章)とともに、海 を渡ったH
ピータv…、Tグ ツ ドウインら独立派の活動 の軌跡が辿 られ る(第3章)。
第 ■部 「独立派 と千年王国論の展開」 は、独 立派 ピュー リタンの抱いた革命思想 として
の千年王国論を、独立派を代表す る3名 の人物(T・ グ ッ ドウィン、W・ ブ リッジ、」・エ
リオ ッ ト)・に即 して具体的に検討 してい る。まずグッ ドウィンは、1640年代 のifユ・一リタ
ン革命期に指導者の一人 として活躍 した人物で、独立派 の聖職者 として千年王国論(第五王
国 としてのキリス トの王国の実現を説 く)の思想 を著作 と説教を通 じて広 く展開 した。彼 は
イ ングラン ド絶対主政の基礎 を切 り崩す革命的思想 の主導者 としての役割 を果た した と評
価 され る(第4章)。
独立派ゐ もう一人の中心人物が、W・ ブ リッジである。彼 は、 グッ ドウィンのホ うに独
立派 の体制の枢要な位置 には立たず 、地方都市(ノリッジ)で教区牧師として生涯 を送ったが、
説教 を通 じて国王派の妥 当のための理論的支柱 として千年王国論を構築 し、近代 思想 では
ないものの、伝統 と近代 の狭間で結果的にr近 代」 を展望 しえた とい う意味で積極的な意
義が与えられ る(第5章)。
第三 の人物が革命前 に北米新大陸(ニューイ ングラン ド)へ渡 り、北米の先住 民'(インディ
アン)へ のキ リス ト教布教 に生涯をさきげた 」・エ リオ ッ トである。彼は、イ ンデ ィアンが
脅
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失われたユダヤ十部族の一部(子孫)であるとして、イ ングラン ド本 国における 「キ リス トの
王国」(千年王国)の実現のためにイ ンデ ィアンに対す る布教 が前提 とな るこ とを強調 した。
彼の千年 王国思想は、結果的 にはイ ングラン ドの植 民地支配 を後押 しす る 「帝国的」性格
をは らんでいたが、本国にお ける ピュー リタン革命 の世界的広が りを促進す る役割を担 っ
た と考え られ る。
第 皿 部 「独立派の変容 と国際関係」・は、1640年代 のイ ングラン ドで独立派 ピュー リタ
ンによる王制廃止、共和政が打ち立て られたいわゆるtfユb一リタン革命後の1650年代にな
って体制化 した独立派が千年王 国論 と国際的関係 の視点か らい かに変容 したかが論 じられ
る。
まず、 「千年王国論 から国内改革論へ一H・tf-一ター」(第7章)では、独立派の代表的 ・
な聖職者 の一人H・ ピーターが取 り上 げられ る。 ピー ター は、オ ランダ亡命、ニューイ ン
グラン ド移住 を経て、革命期 に帰国 し、クロムウェル の共和政統治下で独立派の指導者 と
して活躍 した人物である。彼 の著書 『良き為政者の善政』は、イ ングラン ドの新 国家の改
革 と道筋を具体的に論 じ、オ ランダ、新大陸、アイル ラン ドな どイ ングラン ドを取 り巻 く
国際的関係の中で ピュー リタン ・ジェン トリ・と新 興商人層 を担い手 とするコモンウェルス
供 和国)の構想 を提示 したものとして評価 される。
っいで、「国際関係の中の ウェールズ」(第8章)では、 ピュー リタン革命期の ウェールズ
を取 り上げ、国王派 を打倒 してピュー リタンによる宣教 をめ ざす活動 を担ったウェール ズ
出身の独立派聖職者V・ パウエル を論 じてい る。パ ウ土ルは、 ウェ」一ルズをプ ロテスタン
ト化 し、イングラン ドとの政沿的、文化的一体性 を進 めることに貢献す るとともに、宗派
的には、独立派 のみな らず さまざまな非 国教会派(第五王国派、バプテ ィス ト派、メ ソディ
ス ト派な ど)の進 出によりウェールズの宗教的アイデ ンティティを形づ くるきっか けを与え
た点が評価 され る。
続 く 「クロムウェル の外交政策」(第9章)では、独立派最大の政治指導者 となった0・ ク
ロムウェルによる共和政統治 と彼 の外交政策を扱い、第1章 で論 じた ビュ 一ーリタン革命期
以前の王政下におけ る外交政策 とは対比的に、 クロムウェル による国益 を重視 した ピュー
リタン(プ ロテス タン ト)外交を論 じる。彼 の外 交政策 にっいては、 これまで 「時代錯誤
的なピュー リタン外交」 とい う見方 と 「世俗的な国益 を優先 させ た現実主義 的外交」 とい
う相反す る二っあ見解がみられ た。本論では、ク ロム ウェルの対オ ランダ、 フランス、ス
ペイ ン外交 を個別に分析 し、両者 の見方が彼の政策 の中で は両立 していた とい う見方 がと
られてい る。彼の外交政策 は、本質的 にはプ ロテスタン ト外交 を維持 しなが ら、1650年代
の国際政治状況 に即 したよ り現実的な外交へ と変容 した とい えるのである。
終章 「国際関係 のなかの革命」では、本論の提示 した三っ の課題に対するま とめが なさ
れている。初期スチュワー ト朝期 のイ ングラン ドにおいてカ トリック勢力(フランス、スペ
イ ン)との妥協的な政策 を取った王権に対 し、17世紀前半に成長 したピュー リタン ・ジェン
トリ層 は、グッ ドウィンや ブ リッジ らの独立派聖職者 の革命的千年王国論 に基づきなが ら
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1640年代のifユー一リタン革命 を通 じて王政を打倒 し、国教会体制を切 り崩 して新 たな共和
政体を実現 した。その主体 となったのは、独立派 ピュー リタン(ピュー リタシ ・ジェン トリ
層)であ り、彼 らは、オランダ、ニューイ ングラン ドをは じめ国際的 なピュー リタン ・ネ ッ
トワ ・ークを形成 して国際的関係のなかで、コモ ンウェルス供 和国)を実現 したのである。し
か し、独立派聖職者 による千年王国論的イデオロギーは、独立派による政権 の成立の後、
1650年代になって変容 を遂げることになる。 とりわけクロムウェル政権 の成 立後、千年王
国論は、独立派か ら急進 的な第五王国派へ と移 り、抑圧 の対象 となってい く。1660年の王
.政復古は、そ うした ピュー リタン革命 の帰結 であった。
最後 に残 され た課題 として、第1にifユ'一リタン革命後 の千年王国論 の社会的影響 とそ
の意義 をさらに検討す ること、第2に イ ギリス史 を、ブリテ ン史 として描 く近年の傾向に
基づきながら、複合国家 としてのブ リテ ン史(イングラン ド、スコッ トラン ド、ウェールズ、
アイル ラン ドなど を含 めた)を描 くこと、第3に ピュー リタン革命 をより広い地理的空間 と
長期的歴 史過程 の中に位置づ けることを挙げてい る。
4.審 査結果
本論文の公開審査 は、2016年1月23日(土〉午後2時 ～4時 、5号 館143号室にて行わ
れ た。
まず本論文 の意義 を挙げれば、以下の通 りである。
第1に 、1980年代か ら提起 されてきたビュ 一ーリタニズムの担い手 として ピュー リタン ・
ジェン トリ層 に着 目す る研究動 向を踏まえ、独立派の聖職者 を支 えたパ トロン としてのピ
ュー リタン ・ジェン トリの活動 をオランダやニューイ ングラン ドを含む国際的関係 のなか
で位 置づ けたこ とである。
第2に 、従来 の通説的見解 とは異な り、17世紀イ ングラン ドにお けるビュ 一ーリタンの革
命的千年王国論の最盛期 を1650年代ではな く、1640年代 と規定 し、その担い手 がこれま
で説かれていたよ うに分麟派や第五王国派ではな く、独立派で あることを明 らかにしたこ
とであ る。 ピュー リタン革命 にお ける独立派の重要性 がその担い手 の教説 とともに、初め
て体系的 に明 らかに された と言え る。
第3に 、1640年代 のピュー リタン革命の中核 となった革命思想 としての千年王国論に着
目し、既存 の王政 を批判 して国王派打倒 とい う現実の政治変革 を導いた代表的理爺家 とし
てグッ ドウィン、ブ リッジ、エ リオ ッ トらの思想 と活動 を詳細 に分析 し、その影響 と意義
を明らか にした ことは高 く評価できるだろ う。
第4に 、ピュ・一リタン革命期の千年王国論が、イングラン ドのみな らず、ウェール 〆や
ニュ…ー一・イ ングラン ドを含む国際的関係のなかで大きな影響を及ぼ し、17世紀の「ブ リテン」
史 にとって重要な思想 的意義 を有 レたことを説得的}こ論 じた ことである。'
すなわち、本論文は、千年王国論 と国際関係 とい う二つの視座 か らピュー リタン革命 と
7
い う問題 に鋭 くき りこむことによ り、独 立派ピュー リタンの歴史的存在意義 を明 らかにす
ることに成功 したと言 えるだろ う。「ピュー リタン革命 の世界史」 とい う副題 にあるように
ピュー リタン革命 をイ ングラン ドに限定せず、オ ランダや ウェールズや アイル ラン ド、ニ
ュー ・イングラン ド(北米植民胸 までを取 りあげて1そ の相互作用や影響関係 を国際関係史
的に論 じるこ とで、一国主義的枠組みを相対化 し、空間的にもr世 界」 と繋 がる試 みが本
論文全体を貫徹 してい ることも注目に値す る。
この ように、本論文 は、17世紀のピュ・一リタン革命 をめ ぐる新たな歴 史像の提示に成功
してい ると言つてまいが、公開審査の場 において は、問題点や今後 の課題 もい くつか指摘
された。
第1は 、革命期 のifユ・一リタン ・ジェン トリ層の役割が強調 されているが、彼 らが他 の
ジェン トリ層や ヨーマ ン層 とどの よ うな社会的差異 を有 していたのか、その実態が必ず し
も明 らかには されていない よ うに思われ る点である。
第2に 、本論文で扱われた1640年代の独立派 の千年王国論思想 と長老派や分離派、第五
王国派な ど他 のピュ∵ リタンセ ク トの千年王国思想 との鵬分 けが必ず しも十分 とはいえず、
独立派の思想の特質が今一つ明確 になっていないのではないか とい う点であ る。特に長老
派セ ク トとの差異は何 であったかを問 うことは本論 の趣 旨に照 らして必要であったろ う。
第3に 、ビュ 一ーリタン革命 における国際的関係 の重要性、 ピュー リタン ・ネ ッ トワー ク
の形成 とい う点で、 ピュー リタンの亡命先 となったオ ランダが独立派 甘ユー リタンに とっ
ていかなる場であったのか、オランダ側の思想的状況 を含 め、よ り踏み込 んだ考察 が必要
ではなかったか とい う点が挙げ られ る。
その他、17世紀における反体制的恩想 としての千年王国論の理解をめぐる問題や、ピュ
ー リタン革命 を促進 した といわれ るピュー リタン ・ジェン トリ層 とロン ドンの新興商人層
の協力関係 のプ ロセスの解明等 、今後の実証的課題 もい くつか指摘 された。
このよ うに、い くつかの課題 は残 されてい るものの、本論文 はピュー リタン革命 におい
て千年王国論 の果た した歴史的役割 を追求 した理論的にも実証的にも優れた成果 である。
また、公開審査における質疑応答 において、岩井淳 が、指摘、質問 に対 して適切 に回答 し、
何が問題であるかについて十分 自覚的であるこ と、今後の課題追及にふ さわ しい学識 を有
していることを確認す る事が出来た。
以上 よ り、審査員一同は、本論文 が博 士論文 の水準 を満 た していると認 め、岩井淳 に博
士(史学)の学位を授与す ることが適当であると判断 した。
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